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パッケージ内容のチェック

パッケージの内容をチェックしてください。万一、不足のものがありましたら、

お手数ですが、購入された販売店、或いは当社サポート部までご連絡ください。

   パッケージ内容

型　式 数量 内　　　容

①ＬＭＩＣ－１２０Ａ 1 ＩＣカード（IBM･DOS コンバート用）

②　━━━━━━━ 1 ＬＭＩＣ－１２０Ａ 使用説明書



注　意　事　項

◆使用環境は、指定の範囲で･･･｡

・濡らさない様にご注意を｡

・直射日光を避けること｡

・振動やショックは避けること｡

◆分解しないでください。

　・みだりに機器を分解しますと

  　不具合の原因となるだけで

　なく危険を伴います。

・このような原因による故障に

    関しては、保証期間中でも

    有償修理とさせていただきます。

輸送上の注意

  
  ・再度輸送される場合は必ず購入時のパッケージを使って梱包してください。

・ 本機は精密機械です。輸送中にショックがかからないようご注意ください。



サポート体制と修理サービス

ランドコンピュータでは、お客様に当社製品を安心してご使用していただくた
めに、サポート体制の充実を図っております。
製品の接続や操作方法についてのご質問や、万一、製品が正常に作動しない場
合は、下記のサポート部までお問い合わせください。

サポート部へのお問い合わせは

フリーダイヤル：着信払（土曜日も受け付けます）

　　　　　　　　　０１２０－１６１６３９
         受付時間：　９：００～１２：００
　　　　　 　　　　１３：００～１７：３０（日曜・祝日を除く）

ＦＡＸ：

　　　　　　　　　０６（３０７）２１２１
         受付時間：２４時間

特に技術的な内容等で電話では説明しにくい場合や機器が正常に動
作しないと思われる場合、あるいは受付時間外等には、ＦＡＸで詳
細をお知らせくださいますようお願いいたします。
また、ＦＡＸ以外に、電子メールでのご質問もお受けしております。

URL http://www.landcomp.co.jp

E-mail support@landcomp.co.jp
  
◎ 当社に修理サービスをご依頼の際のお願い
まず、上記サポート部にご連絡ください。担当者より、修理受付番号と修
理品返送先を記載した「修理受付連絡書」をＦＡＸでお知らせいたします。
ご返送いただく製品の外箱に「修理受付番号」及び「修理品」と明記の上、
保証書を添付して修理品返送先にご返送ください。
修理受付番号のないものは処理しかねる場合もございますので、ご了承く
ださい。
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１章　製品の概要

１－１　製品の概要

１－１－１　概要

　《ＬＭＣ－３５Ａ》（フロッピーコピア）に、《ＬＭＩＣ－１２０Ａ》（以降“本

製品”と表記します。）を装着することによって以下の機能が使用可能になりま

す。

１．IBM から DOS への コピーが可能。

　　　(IBM→DOS)
２．DOS から IBM への コピーが可能。

　　　(DOS→IBM)
３．IBM 標準から IBM ET/ES への コピー(変換)が可能。

(IBM→IBM)
４．IBM ET/ES から IBM 標準への コピー(変換)が可能。

(IBM→IBM)
５．必要に応じて、EBCDIC、JIS 間のコード変換が可能。

注意…本製品でコンバートが行えるのは英数字とカナのみです。

制限事項

　　コピー可能なファイル数（データセット数）は１ディスクに１個です。

　　コピー元のフロッピーディスクには１ファイル（１データセット）のみ

　　を入れるようにしてください。

※マルチボリュームファイルには対応しておりません。
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　１－１－２　機能

　

　本製品を用いて、以下の手順に沿ってご使用いただくことにより､次のような

　組み合わせでの､ファイルコンバートが可能となります。

　   ファイルコンバートモードの組み合わせ

コピー元 コピー先 コピー先フォーマット その他設定

IBM
フォーマット

ＭＳ－ＤＯＳ ２ＤＤ：６４０ＫＢ

２ＤＤ：７２０ＫＢ

２ＨＤ：１．２ＭＢ

２ＨＣ：１．２２ＭＢ

２ＨＤ：１．４４ＭＢ

l ヘッダ付加

　　　　あり

　　　　なし

l ＣＲ／ＬＦ

　　　　付ける

　　　　付けない

ＭＳ－ＤＯＳ IBM
フォーマット

IBM 標準

　　１Ｓ

　　２Ｄ：２６セクタ

　　２Ｄ：１５セクタ

　　２Ｄ：８セクタ

IBM ET/ES
　　２Ｄ：２６セクタ

　　２Ｄ：１５セクタ

　　２Ｄ：８セクタ

l コード変換

　　する

　　しない

※　IBM 標準と IBM ET/ES 間の変換も行えます。

２ＤＤ：６４０ＫＢ ＝５１２バイト　／　８セクタ

２ＤＤ：７２０ＫＢ ＝５１２バイト　／　９セクタ

２ＨＤ：１．２ＭＢ ＝１０２４バイト／　８セクタ

２ＨＣ：１．２２ＭＢ ＝５１２バイト　／　１５セクタ

２ＨＤ：１．４４ＭＢ ＝５１２バイト　／　１８セクタ

本製品上の、IBM 標準と IBM　ET/ES の違いについて。

この二つのフォーマットは基本的には同じものですが、違いとしては 3.5 イン

チと 5 インチのディスクにおける、最初のトラック（０トラック）の密度の違

いです。

※　ＩＢＭ標準は０トラック目が単密で、ET/ES は０トラック目が倍密です。
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つまり IBM 標準と ET/ES 間のコンバートは、この０トラック目を書き換える

ものです。

※ ET/ES は IBM が採用

※デフォルトのレコード長について。

本製品のデフォルトの設定で、コンバートできるレコード長は２５６バイトま

でです。

それ以上のレコードをコンバートされる方は、本マニュアル「２－６　ラベル

情報ヘッダー」の項を参照してラベル情報ヘッダーをファイルに付けてくださ

い。

変更項目は、「データセットラベル」の２３～２７カラム目の「ブロック長」と

５４～５７カラム目の「レコードの長さ」です。これらには通常同じ数字を入

力してください。入力する数値は１０進数です。
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第２章　操作方法

２－１　電源の“ＯＮ”

《ＬＭＣ－３５Ａ》のメイン電源を入れて本カードをセットすれば、電源が“Ｏ

Ｎ”になり使用可能になります。

（《ＬＭＣ－３５Ａ》マニュアル　２-２　カードのセットの項参照）

電源ランプが点灯してカードの種別・カードのバージョンが約２秒表示されま

す。

バージョンの表示　（約２秒表示）

その後メイン画面に切り替わります。

２－２　メイン画面

メイン画面で「▲▼」ボタンを同時に押すことによって設定モードに入ります。

ディスクがセットされていないときは、次のように表示されます。

コピー元ドライブ（Ａドライブ）コピー先ドライブ（Ｂドライブ）に１枚づつ

ディスクをセットしてください。

このときコピー元ディスクには、ライトプロテクトをしてください。コピー先

ディスクには、ライトプロテクトをしないでください。

ライトプロテクトについては、ＬＭＣ本体の説明書のＡＰＰＥＮＤＩＸをご覧

ください。

LMIC-120A
Ver 1.0    OK

Ａﾄﾞﾗｲﾌﾞ　Ｂﾄﾞﾗｲﾌﾞ

DISK ｾｯﾄｼﾃｸﾀﾞｻｲ
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正しくディスクがセットされると次のような表示になります。

（例）

このように「ｺﾋﾟｰｷｰ ﾃﾞ ｽﾀｰﾄ」と表示されたらコピーが可能ですので、「２－３

コピーの方法」へ進んでください。

ディスクのセットの方法が間違っている場合、次のように表示されます。

コピー元もしくはコピー先ドライブにディスクが複数入っています。

ディスク正しくをセットしてください。

コピー元ディスクには、ライトプロテクトをしてください。

コピー先ディスクには、ライトプロテクトをしないでください。

Ａﾄﾞﾗｲﾌﾞ　Ｂﾄﾞﾗｲﾌﾞ

DISK ｶﾞ ﾌｸｽｳ ｱﾘﾏｽ

d3.5"→s3.5"D26
ｺﾋﾟｰｷｰ ﾃﾞ ｽﾀｰﾄ C
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２－３　コピーの方法

２－３－１　ディスクをセットしたら

ディスクを正しくセットした後、「ｺﾋﾟｰｷｰ ﾃﾞ ｽﾀｰﾄ」と表示されている状態で

「コピー」ボタンを押すとコピーを開始します。

(例)

これを押す

＊ 表示の見方

(ディスク種類 1)       IBM 全銀　＝　i
　　  　DOS　　 ＝　d

(ディスク種類 2)   IBM 標準 全銀　＝　s
　　ET/ES 全銀　 ＝　e
　　  　DOS　　 ＝　d

(ドライブ名) ３．５インチ＝3.5”
　　５インチ＝5”
　　８インチ＝8”

i3.5"→s3.5"D26
ｺﾋﾟｰｷｰ ﾃﾞ ｽﾀｰﾄ C

(ディスク種類 1)(ドライブ名)→(ディスク種類 2)(ドライブ名)(フォーマット)
ｺﾋﾟｰｷｰ ﾃﾞ ｽﾀｰﾄ(コンバートモード) (ヘッダ)

POWERERROR COPY

中止

コピー

選択 取消 ＊

▲

▼
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(フォーマット)
IBM

& ET/ES １Ｓ ＝1S
　　　 ２Ｄ：２６セクタ ＝D26

２Ｄ：１５セクタ ＝D15
２Ｄ：８セクタ ＝D8

　

DOS ２ＤＤ：６４０ＫＢ ＝640
２ＤＤ：７２０ＫＢ ＝720
２ＨＤ：１．２ＭＢ ＝1.2
２ＨＣ：１．２２ＭＢ ＝1.22
２ＨＤ：１．４４ＭＢ ＝1.44

 (コンバートモード)
コード変換を行う ＝C
コード変換を行わない ＝N

(ヘッダ)　ＩＢＭ→ＤＯＳの時のみ

ヘッダを付加する ＝Ｈ

ヘッダを付加しない ＝(表示なし)

※コピーボタンを押したときにライトプロテクトが間違っていると以下のよう

　に表示されます。

この場合もう一度コピーボタンを押すと、コピーがおこなわれます。

　コピー先にライトプロテクトがされている場合、コピーをおこないません。

ディスクをよく確かめてセットし直してください。

A ﾄﾞﾗｲﾌﾞ ｴﾗｰ
ﾗｲﾄﾌﾟﾛﾃｸﾄ ｱﾘﾏｾﾝ

B ﾄﾞﾗｲﾌﾞ ｴﾗｰ
ﾗｲﾄﾌﾟﾛﾃｸﾄ ｻﾚﾃｲﾏｽ
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２－３－２　コピー中の表示

コピー中の画面表示は

(例)

コピー中の画面の見方

(ディスク種類)   IBM 標準 ＝　s
　　ET/ES ＝　e
　　  DOS ＝　d

(ドライブ名) ３．５インチ＝3.5”
　　５インチ＝5”
　　８インチ＝8”

(フォーマット)
IBM
 ＆ET/ES １Ｓ ＝1S

２Ｄ：２６セクタ ＝D26
２Ｄ：１５セクタ ＝D15
２Ｄ：８セクタ ＝D8

　DOS ２ＤＤ：６４０ＫＢ ＝640
２ＤＤ：７２０ＫＢ ＝720
２ＨＤ：１．２ＭＢ ＝1.2
２ＨＣ：１．２２ＭＢ ＝1.22
２ＨＤ：１．４４ＭＢ ＝1.44

d3.5"→s3.5"D26
DATA.DAT　OK

(ディスク種類)(ドライブ名)→(ディスク種類)(ドライブ名)(フォーマット)
(ファイル名) (ステータス)
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(ファイル名)
ここには、現在コピーしているファイルの名前が表示されます。

(ステータス)
ここには表示されているファイルのコピー状態を表示されます。

　問題なし=OK
エラー発生=ER

２－３－３　コピー終了

コピーが終了すると次のようなメッセージが表示されます。

(例)

メッセージの見方

(コピーの可否)
問題なし ＝ＯＫ

エラー発生 ＝ＥＲＲＯＲ

ｺﾋﾟｰ ｼｭｳﾘｮｳ
OK

ｺﾋﾟｰ ｼｭｳﾘｮｳ
(コピーの可否)
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２－３－４　エラーが発生した場合

コピー終了後エラーが発生している場合、アスタリスクボタンを押すとエラー

メッセージが表示されます

　スクロール用ボタン

　アスタリスクボタン

エラーメッセージは、どのようなエラーが発生したかを示すメッセージと、ど

こでエラーが発生したかを示すメッセージがあります。

複数エラーがある場合は、「▲」「▼」ボタンでスクロールさせてご覧ください。

エラーの詳細と対処方法は、本説明書の「第三章　エラーメッセージ一覧」を

参照してください。

POWERERROR COPY

中止

コピー

選択 取消 ＊

▲

▼
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２－４　設定モード

このモードにはメイン画面で「▲▼」ボタンを同時に押すことによ

って入ります。

設定モードでは、アスタリスクボタンを押すことによって設定項目が

切り替わります。

必要な項目になるまで、必要なだけアスタリスクボタンを押して切り

替えてください。

同時に押す

　項目が切り替わる

全ての設定が終わり、内容を記録するには「選択」ボタンを押します。

記録せずに終了するには、「取消」ボタンを押します。

POWERERROR COPY

中止

コピー

選択 取消 ＊

▲

▼
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２－４－１　外付け８インチドライブの使用

設定モードでアスタリスクボタンを押して、以下の項目を表示してく

ださい。

この画面で「▲」「▼」ボタンを押すと、２行目が「YES」「NO」と

切り替わります。設定できましたらアスタリスクボタンを押してく

ださい

「NO」の場合次の設定項目に移ります。

「YES」の場合８インチドライブを、コピー元として使用するか、コ

ピー先として使用するかの選択画面になります。

この画面で「▲」「▼」ボタンを押すと、２行目が「A」「B」と

切り替わります。

コピー元として使用する場合「A」

コピー先として使用する場合「B」を選択してください。

8"ﾄﾞﾗｲﾌﾞ ｼﾖｳｼﾏｽｶ
　　　YES

ﾄﾞﾁﾗ ﾆ ｼﾏｽｶ
　　　A
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２－４－２　内蔵ブザーの設定

ＬＭＣにはエラーなどを知らせるブザーが内蔵しています。これを

使用するかしないかを設定します。

＊ブザーを使用しないに設定しても、起動時のブザー音は鳴ります。

この画面で「▲」「▼」ボタンを押すと、２行目が「YES」「NO」と

切り替わります。

「YES」でブザーが鳴り、「NO」でブザーは鳴りません。

２－４－３　コンバートモード設定

どのフォーマットからどのフォーマットにコンバートするかを設定します。

この画面で「▲」「▼」ボタンを押すと、２行目が切り替わります。

(モード) 　　DOS から IBM へ 　＝ DOS→IBM
    IBM から DOS へ 　＝ IBM→DOS
    IBM から IBM へ 　＝ IBM→IBM

IBM⇔IBM の変換は IBM 標準と ET/ES の変換です。

設定できたらアスタリスクボタンを押してください。

コピー先ディスクの設定として「IBM」「DOS」のどちらを選んだかによって、

次に出てくるサブメニューが変わります。

ﾌﾞｻﾞｰ　ｦ　ｼﾖｳｼﾏｽｶ

　　　YES

ｺﾝﾊﾞｰﾄ ｾｯﾃｲ
(モード)
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※コピー先ディスクが「IBM」の場合

コピー先フォーマット指定

この画面で「▲」「▼」ボタンを押すと、２行目が切り替わります。

1S
2D 26 ｾｸﾀ

2D 15 ｾｸﾀ

2D 8 ｾｸﾀ

設定できたらアスタリスクボタンを押してください。

０トラック目の密度指定

IBM 標準か ET/ES かの設定を行います

この画面で「▲」「▼」ボタンを押すと、２行目が切り替わります。

(密度指定) 8 インチは単密･3.5 と 5 インチは倍密 ＝ 8"ﾀﾝﾐﾂ 5"ﾊﾞｲﾐﾂ
単密に設定（IBM 標準） 　　＝ ﾀﾝﾐﾂ   (IBM)
倍密に設定（ET/ES） 　　＝ ﾊﾞｲﾐﾂ  (ET/ES)

ﾌｫｰﾏｯﾄ ｼﾃｲ
(フォーマット)

0 ﾄﾗｯｸ ﾉ ﾐﾂﾄﾞ
(密度指定)
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※コピー先ディスクが「DOS」の場合

コピー先フォーマット指定

この画面で「▲」「▼」ボタンを押すと、２行目が切り替わります。

MS-DOS 2DD 640K
MS-DOS 2DD 720K
MS-DOS 2HD 1.2M
MS-DOS 2HC 1.22M
MS-DOS 2HD 1.44M

ＣＲ／ＬＦ付加の設定

ＩＢＭから DOS にコンバートしたときレコードの最後にＣＲ／ＬＦ

を付けるかどうかの設定をします。

この画面で「▲」「▼」ボタンを押すと、２行目が「ﾂｹﾙ」「ﾂｹﾅｲ」と

切り替わります。

ＣＲ／ＬＦを付ける ＝ ﾂｹﾙ

ＣＲ／ＬＦを付けない ＝ ﾂｹﾅｲ

設定できたらアスタリスクボタンを押してください。

ﾌｫｰﾏｯﾄ ｼﾃｲ
(フォーマット)

CR/LF
ﾂｹﾙ
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終了コード『コントロール Z（^Z）』付加の設定

ＩＢＭから DOS にコンバートしたときファイルの最後に終了コード

を付けるかどうかの設定をします。

この画面で「▲」「▼」ボタンを押すと、２行目が「ﾂｹﾙ」「ﾂｹﾅｲ」と

切り替わります。

終了コードを付ける ＝ ﾂｹﾙ

終了コードを付けない ＝ ﾂｹﾅｲ

設定できたらアスタリスクボタンを押してください。

ｺｰﾄﾞ  ^Z
ﾂｹﾙ
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２－４－４　コード変換設定

JIS コードと EBCDIC コードを変換するかどうかの設定を行います。

注意…本製品でコンバートが行えるのは英数字とカナのみです。

この画面で「▲」「▼」ボタンを押すと、２行目が切り替わります。

コード変換を行う ＝　ON
コード変換を行わない ＝  OFF
設定できたらアスタリスクボタンを押してください。

２－５－５　ヘッダー付加

 IBM ディスクのラベル情報を DOS ファイル内にヘッダー行として取り込む

か否かを指定します。

この画面で「▲」「▼」ボタンを押すと、２行目が切り替わります。

ヘッダーを付ける ＝　ON
ヘッダーを付けない ＝  OFF
設定できたらアスタリスクボタンを押してください。

アスタリスクボタンで、メニューが切り替わり「外付けドライブの設定」に戻

ります。

決定終了するときには、設定ボタンを押してください。

ｺｰﾄﾞ ﾍﾝｶﾝ
　　ON

ﾍｯﾀﾞ- ｶｷｺﾐ
ON
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２－６　ラベル情報ヘッダー

　●ラベル情報ヘッダーのフォーマット

 DOS－＞IBM では DOS ファイル内に付加されたヘッダーで IBM ディスク

のラベルをフレキシブルに設定できます。

　また、IBM－＞DOS 時、“ヘッダーあり”が指定された場合に、コピー元の

情報が DOS ファイルの先頭に入れられます。

書式

(ヘッダーの識別子),(トラック 0 の密度）,
(ボリュームラベル）,(データセットラベル）

ヘッダーの識別子 （１２文字）

LANDLMCIBM00   …   IBM 標準

LANDLMCIBM01   …   全銀

トラック０の密度 （１文字）

Ｓ … 単密

Ｄ … 倍密

Ｉ … ８“の場合単密　　５“・３．５”倍密

ボリュームラベル （８０文字）

カラム 項目 設定可否 デフォルト値

１－４ ボリュームラベル名 設定可 ＶＯＬ１

５－１０ ボリューム識別フィールド 設定可 ＴＥＳＴ

１１ ボリュームアクセス可否 設定可 スペース

１２－３７ 予約 設定可 スペース

３８－５１ 所有者識別 設定可 スペース

５２－６４ 予約 設定可 スペース

６５ ラベル拡張識別 設定可 スペース

６６－７１ 予約 設定可 スペース

７２ ボリューム面標識 ＬＭＣが予約 ＬＭＣが設定

７３ エクステント編成標識 設定可 スペース

７４ 特別用件標識 設定可 スペース

７５ 予約 設定可 スペース

７６ 物理レコード長 ＬＭＣが予約 ＬＭＣが設定

７７－７８ 物理レコード順序レコード 設定可 スペース

７９ 予約 設定可 スペース

８０ ラベル標準バージョン 設定可 スペース
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データセットラベル （８０文字）

カラム 項目 設定可否 デフォルト値

１－４ ラベル識別名 ＬＭＣが予約 ＬＭＣが設定

５ 予約 設定可 スペース

６－１４ データセット識別名 設定可 DOS のファイル名

１５－２２ データセット識別名続き 設定可 スペース

２３－２７ ブロック長 設定可 256
２８ レコード属性 設定可 スペース

２９－３３ ＢＯＥ（cchss）※１ ＬＭＣが予約 ＬＭＣが設定

３４ 物理レコード長 ＬＭＣが予約 ＬＭＣが設定

３５－３９ ＥＯＥ（cchss）※１ ＬＭＣが予約 ＬＭＣが設定

４０ レコード／ブロック形式 設定可 スペース

４１ バイパス標識 設定可 スペース

４２ データセット機密保護 設定可 スペース

４３ 書き込み保護 設定可 スペース

４４ 交換タイプ標識 設定可 スペース

４５ 複数ボリューム標識 設定可 スペース

４６－４７ ボリューム順序番号 設定可 スペース

４８－５３ 作成日（YYMMDD） DOS ファイル日付 DOS ファイル日付

５４－５７ レコードの長さ 設定可 スペース

５８－６２ オフセット 設定可 スペース

６３－６６ 予約 設定可 スペース

６７－７２ 満了日 設定可 スペース

７３ 検査／複写標識 設定可 スペース

７４ データセット編成 ＬＭＣが予約 ＬＭＣが設定

７５－７９ ＥＯＤ ＬＭＣが予約 ＬＭＣが設定

８０ 予約 設定可 スペース

※１…(cchss)は(シリンダ　ヘッド　セクタ)です。

　　　入力例

　　　　LANDLMCIBM01,D,VOL1ZENGIN......  ,HDR1...... .....

                                   4.データセットラベル(80 文字)
                                   3.ボリュームラベル(80 文字)
                                   2.トラック 0 の記録密度("S"or"D"or"I")
                                   1.ヘッダー識別子("IBM"or"全銀")
設定する必要がない項目には、「スペース」を入力してください。
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第三章　エラーメッセージ一覧

この章では、本カードを使用中によく見られると思われる、エラーメッセージ

の解説をおこないます。

３－１　外付けドライブの設定が間違っているとき

解説

外付けドライブに関して問題があります。

原因

外付けドライブが、ＬＭＣに設定されている状態と異なるか、外付

けドライブとの接続が正しくおこなわれていない。もしくは外付け

ドライブのＤＩＰスイッチの設定があっているか、あるいは外付け

ドライブの電源が入っていません。

対策

外付けドライブをつないでいる場合、電源が入っているか、ＤＩＰ

スイッチの設定は正しいか、もしくは接続が正しくおこなわれてい

るか、コネクターなどを確かめてください。

外付け８“ドライブを使わないのに、このメッセージが表示される場

合、この説明書の「２－４－１」外付け８インチドライブの使用」を

参照して設定を「使用しない」に変更をおこなってください。

8"ﾄﾞﾗｲﾌﾞ ｴﾗｰ
ﾁｪｯｸ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ
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３－２　コピー時に発生するエラー

３－２－１　リードエラー

解説

このエラーは、コピー元ディスクのファイルを読み込み中にエラーが

発生しました。

原因

コピー元のディスクのファイルに異常があります。

対策

コピー元ディスクを、正常なディスクに取り替えてください。

３－２－２　ライトエラー

解説

このエラーは、コピー先ディスクに書き込み中にエラーが発生しまし

た。

原因

コピー先ディスクに異常があります。

対策

コピー先のディスクを、新しいディスクに入れ替えてください。

ﾘｰﾄﾞ　ｴﾗｰ

(ファイル名)

ﾗｲﾄｴﾗｰ

(ファイル名)
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３－２－３　フォーマットエラー

解説

コピー先のディスクをフォーマットできませんでした。

原因

コピー先のディスクに、異常があります。

対策

コピー先のディスクを、取り替えてください。

３－２－４　コピー元ディスクエラー

解説

コピー元のディスクが読み込めませんでした。

原因

コピー元のディスクが、未対応のファーマットのディスクか、壊れて

いる可能性があります。

対策

コピー元ディスクを、正常なディスクに取り替えてください。

ﾌｫｰﾏｯﾄ

ﾃﾞｷﾏｾﾝ

A ﾄﾞﾗｲﾌﾞ

ﾐﾀｲｵｳ ﾉ ﾃﾞｨｽｸﾃﾞｽ
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３－２－５　コピー先の空き容量が無くなった場合

解説

コピー先ディスクの空き容量が足りません。

中止ボタンで中止します。

原因

コピー先ディスクの空き容量が、コピーするファイルの大きさより小

さくなりました。

対策

コピー先のメディアを、より大容量のものに変更するか、レコード長

の指定をなるべくソース側にあわせて容量の無駄が最小になるように

設定する。もしくはコピー元のファイルのサイズを分割して小さくし、

複数回に分けてコンバートしてください。

３－２－６　ＩＣカード　ライトプロテクトエラー

解説

ＩＣカードに書き込みができません。

原因

ＩＣカードにライトプロテクトがかけられています。

ＩＣカード内のメモリを常に使用しますので、常時書き込み可能にし

てください。

対策

ＩＣカードには、ライトプロテクトをかけないでください。

ｱｷﾖｳﾘｮｳ ｶﾞ ｱﾘﾏｾﾝ
ﾁｭｳｼｷｰ ﾃﾞ ｼｭｳﾘｮｳ

ﾗｲﾄﾌﾟﾛﾃｸﾄ ｴﾗｰ
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第４章 電池交換

４－１　内蔵電池について

本製品内蔵の電池の予測寿命は約４年になっています。

ＩＣカード用の電池の型番は、「ＢＲ２３２５」です。

電池の寿命が切れると、内容が消滅して使用不可能になりますので早めに交換

してください。

不用意に電池を抜きますと内容が消滅して使用不可能になりますので注意して

ください。

もし、あやまって内容が消滅した場合、サポート部までご相談ください。

弊社にて、内容の修復が出来ます。（有償）

４－２　電池交換の方法

ＩＣカードの電池交換は説明をよくたしかめて慎重におこなってください。

１　ＩＣカードをＬＭＣ本体にセットして電源を入れます。

２　ＩＣカードの電池ケースのロックを解除します。

３　ＩＣカードから電池ボックスを抜き取ります。

４　電池を交換します。

５　ＩＣカードに新しい電池の入った電池ケースを入れます。

６　ＩＣカードの電池ボックスをロックします。

７　交換は完了しました。カードを抜いてください。

※注意…ＬＭＣ本体にカードをセットして電源が入っている状態で電池交換を

　　　　おこなわないと、内容が消滅して使用不可能になりますので注意して

　　　　ください。

電池

ＬＭＣ本体

ＩＣカード

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ

ロック解除

ロック


